








上の 1 日の平均歩数が男性で約 7,000 歩台，女性で約
6,000 歩台であると報告されており 4），「健康日本 21」の目
標数値成人男性 9,200 歩，成人女性 8,300 歩に届いていな
い 5）。栄養に関しては，1 日当たりの平均野菜摂取量が成
人で 295.3ｇであり 6），「健康日本 21」の目標数値 350ｇよ
り少ない 7）。睡眠で休養が取れない 20 歳以上の人の割合























対象者は，2009 年に A 短期大学に入学した女子学生
51 名である。当該入学生の女子全員を調査対象として，
2009 年と 2010 年の計 2 回アンケート調査を受けることが
できた 46 名を対象とした。
２．調査期間・調査方法
調査期間は，第 1 回目が 2009 年 6 月，第 2 回目が 2010










本研究では保育者を目指す短期大学生 46 名を対象に，生活習慣に関するアンケート調査を行い，2 年間の
生活習慣の変化を明らかにすることを目的とした。生活習慣に関するアンケート調査は，「運動部や地域スポ
ーツクラブへの所属状況」，「運動・スポーツの実施状況」，「1 日の運動・スポーツ実施時間」，「朝食の有
無」，「1 日の睡眠時間」，「1 日のテレビ（テレビゲームを含む）の視聴時間」の 6 項目について実施した。その
結果，運動・スポーツの実施状況と実施時間については，2009 年度から 2010 年度にかけて有意に減少して







上），2．ときどき（週 1～2 日程度），3．ときたま（月 1～3
日程度），4．しない」，実施時間は「1．30 分未満，2．30
分以上 1 時間未満，3．1 時間以上 2 時間未満，4．2 時間
以上」，朝食は「1．毎日食べる，2．時々欠かす，3．まっ
たく食べない」，睡眠時間は「1．6 時間未満，2．6 時間以
上 8 時間未満，3．8 時間以上」，視聴時間は「1．1 時間未
満，2．1 時間以上 2 時間未満，3．2 時間以上 3 時間未
満，4．3 時間以上」である。
３．統計処理
統計ソフトに使用したソフトは，SPSS Statistics 17.0 で
















が 2.78（25 パーセンタイル：2.0，75 パーセンタイル：












ては，2009 年度の中央値が 1.21（25 パーセンタイル：1.0，







1.ᡤ  ᒓ 60.9 63.0
2.ᮍᡤᒓ 39.1 37.0
( % )  
表1　運動部や地域スポーツクラブへの所属状況
2009 2010
1. 30ศᮍ‶ 60.9 73.9
2. 30ศ௨ୖ
    1᫬㛫ᮍ‶ 8.7 13.0
 3. 1᫬㛫௨ୖ
    2᫬㛫ᮍ‶ 21.7 10.9
 4. 2᫬㛫௨ୖ 8.7 2.2





































71.9%，2 年次 67.3%）と比較すると低い割合であった 9）。
しかし，1 年次では実施しない群と月 1～3 日程度のとき
たま実施する群を合わせると約 5 割程度，実施時間は 30
分未満の割合が 6 割であったが，2 年次になると実施しな
い群とときたま実施する群が 7 割以上，実施時間におい

















































1㸬 6᫬㛫ᮍ‶ 52.2 43.5
2㸬 6᫬㛫௨ୖ
8᫬㛫ᮍ‶ 45.7 52.2
3㸬 8᫬㛫௨ୖ 2.2 4.3
( % )  
表5　1日の睡眠時間
2009 2010
1㸬 1᫬㛫ᮍ‶ 17.4 21.7
2㸬 1᫬㛫௨ୖ
   2᫬㛫ᮍ‶ 30.4 17.4
3㸬 2᫬㛫௨ୖ
   3᫬㛫ᮍ‶ 37.0 32.6
4㸬 3᫬㛫௨ୖ 15.2 28.3































・朝食の有無については，2009 年度から 2010 年度にかけ
て朝食を毎日摂取しない学生が有意に増加していた（p
< 0.05）。
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